
　

毎
日
、暑
い
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、平
成
か
ら
令
和
に
代
わ

り
早
四
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
先
の
村
議

会
議
員
選
挙
で
の
改
選
に
よ
り

新
た
に
十
名
の
議
員
が
選
出
さ

れ
、五
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
新

体
制
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り「
ま
る
お
か
」は
、年

４
回
開
か
れ
る
定
例
会
に
お
け

る
議
会
活
動
を
中
心
と
し
た
議

会
情
報
を
皆
様
に
お
伝
え
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
読

み
や
す
く
親
し
ま
れ
る
議
会
広

報
紙
を
目
指
し
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
議
会
傍
聴

に
も
ぜ
ひ
参
加
を
い
た
だ
き
ご

意
見
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
文
責　

赤
坂　

修
）

【
議
会
広
報
委
員
】

　
委  

員  

長
／
赤
坂
　  

修

　
副
委
員
長
／
久
保
山
　
直
巳

　
委
　    

員
／
本
田
　
り
か

　
　
　
　
　
　
中
村
　
龍
喜

だんだんなぁ目　　　次

【村章マークの除草作業】 【キレイになりました】

【現場で説明を受ける】 【被害状況の確認】

◯令和元年第３回山江村議会臨時会報告
◯令和元年第４回山江村議会定例会報告
　・令和元年度補正予算
　・一般質問
◯議員活動の一コマ
◯編集後記「だんだんなぁ」
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P4
P5
P6
P12
P12

写真の説明
　山江村未来塾１００人委員会「健康・スポーツ部
会」主催による　どろんこサッカー大会の様子。
　田んぼの中で泥だらけになり、親子でサッカーを
楽しんだ一日となりました。
　夏休み恒例の小学３年生を対象とした学習塾が
開催されました。課題に取り組み、集中して勉強が
できたようです。思い出いっぱいの夏休みを過ごし
てください。

　6月14日、6月議会定例会終了後、恒例となっている高速道道路法面の除草作業（上下線）を行いました。
　これは、平成3年ごろに植栽されたつつじ（村章をモチーフ）の景観をよくするもので、全議員及び役場職
員に加勢をいただき実施しました。

　7月8日、先の集中豪雨により、村道・県道の崩土が発生したため、現地調査を実施しました。県道坂本人
吉線につきましては、迅速な作業により早期に通行可能となりましたが、村道では、二次災害の危険性もあ
るため、慎重に復旧作業が行われていました。

どろんこサッカー

夏休み学習塾
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久保山直巳 議員

令和元年第３回臨時会報告
任期満了に伴う山江村議会議員一般選挙後初めての議会は、令和元年５月８日に第３回議会臨時会

が開催され、議長に　中竹耕一郎氏、副議長に　横谷　巡氏を選出しました。
また、各常任委員会、議会運営委員会、一部事務組合の議会議員などを決定し、新しい議会構成で

スタートしました。
この他、専決処分の承認を求めること９件、議案１件、議会選出の山江村監査委員の選任同意など、

いずれも原案どおり可決決定しました。

（後列左から）赤坂　修、立道　徹、久保山直巳、本田　りか、西　孝恒

（前列左から）森田　俊介、横谷　巡、中竹耕一郎、中村　龍喜、秋丸　安弘

中竹耕一郎　議長

横谷　巡　副議長

【議長の就任挨拶】

【副議長の就任挨拶】

この度、令和元年第３回山江村議会臨時会に於いて第２０代議長

に就任しました。身に余る光栄と感激し、責任の重さを痛感してい

ます。円滑なる議会の運営と議会のさらなる活性化に取り組む所存

です。

村政発足以来１３０年を迎えましたが、依然として厳しい財政状

況の中、少子化に起因する人口減少対策、高齢化に伴う福祉対策、

安心安全に向けた災害対策、地方創生等課題は山積しています。二

元代表制の一躍を担う議会もその役割を認識し負託に応え、活力と

夢のある地域社会の実現に持てる力を発揮し尽力します。村民の皆

様のご指導、ご支援を心からお願い致します。

この度、議員各位のご推挙により、副議長に就任させていただきま

した。身の引き締まる思いと責任の重大さを痛感しております。

議長の補佐役として、公平かつ円滑な議会運営を目指し、地方創生

の実現に向けて、議員相互の連携を図り、さらなる発展につながる村

づくりのために職務を全うする所存でございます。

皆様のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

議長に中竹耕一郎氏、副議長に横谷　巡氏を選出
新たな議会構成でスタート！新たな議会構成でスタート！

　
　
　

近
年
、
国
内
で
は
外
国
人
技
能
実

習
生
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
本
村
に
お

い
て
も
外
国
人
技
能
実
習
生
が
お
ら
れ
る

か
お
尋
ね
し
た
い
。

　
　
　

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実

施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法

律
が
あ
り
ま
し
て
、
発
展
途
上
国
等
の
人

に
日
本
の
技
術
や
知
識
を
習
得
し
て
母
国

に
帰
っ
て
か
ら
役
立
て
も
ら
う
趣
旨
で
制

定
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
本
村
に
お
い
て

は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
る
企
業
は

今
の
と
こ
ろ
実
績
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

本
村
に
も
外
国
人
の
方
が
お
ら
れ
る
が
、

村
外
の
企
業
で
働
い
て
お
ら
れ
る
。

　

以
上
が
本
村
の
外
国
人
技
能
実
習
生
及

び
山
江
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
外
国
人
の
状

況
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
、
本
村
に
お
い
て
も
外
国
人

技
能
実
習
生
が
来
ら
れ
た
時
の
支
援
、
対

応
策
を
お
尋
ね
し
た
い
。

　
　
　

行
政
が
事
業
主
体
で
は
な
く
、
団

体
や
企
業
が
受
け
入
れ
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
制
度
の
情
報
の
提
供
、
各
企
業

と
か
団
体
に
対
し
情
報
提
供
、
企
業
に

と
っ
て
産
業
振
興
の
た
め
に
必
要
な
対
策

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
受
け
入
れ
や
す

い
環
境
の
整
備
は
行
政
と
し
て
し
っ
か
り

支
援
を
し
て
い
く
。
全
国
的
な
人
手
不
足

の
問
題
が
あ
る
、
株
式
会
社
や
ま
え
に
お

い
て
も
募
集
し
て
も
来
て
が
な
い
、
人
手

不
足
に
よ
っ
て
そ
の
経
営
が
回
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
で
き

れ
ば
地
域
の
方
々
を
含
め
て
、
安
心
で
き

る
職
業
環
境
を
整
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

 

外
国
人
就
労
者
に
対
す
る
不
安
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
し
っ
か
り
そ
う
い
う
視

野
を
も
ち
な
が
ら
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
企
業

ま
た
は
事
業
所
に
あ
た
っ
て
は
ど
う
い
う
問

題
が
あ
る
の
か
、
ど
う
い
う
支
援
が
あ
る
の

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
役
場
と
し
て
の
立
ち

位
置
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

国
民
健
康
保
険
は
、
協
会
険
保
や

組
合
保
険
と
い
っ
た
被
用
者
保
険
に
比
べ

て
、
高
齢
者
の
加
入
者
の
占
め
る
割
合
が
高

く
、
無
職
や
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
な
ど
低

所
得
の
加
入
が
多
い
、
ま
た
、
構
造
的
な
問

題
、
子
育
て
家
庭
に
お
い
て
の
経
済
的
負
担

が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
、
直
近
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
世
帯
数
及
び
被
保
険
者
は
何

人
お
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
18
歳

ま
で
は
何
人
お
ら
れ
る
か
。

　
　
　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
つ
い
て

は
世
帯
数
４
９
０
世
帯
、
被
保
険
者
数
は

７
９
９
人
、
18
歳
未
満
の
世
帯
は
41
世
帯

88
名
で
あ
る
。

　
　
　

本
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の

所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
で
課
税
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

今
年
度
に
お
い
て
医
療
分
は
所
得

割
１
０
．
０
％
、
均
等
割
が
２
万
円
、
平

等
割
が
２
５
,
０
０
０
円
、
後
期
高
齢
者

支
援
分
に
つ
い
て
は
所
得
割
が
３
．
８

０
％
均
等
割
が
７
,
５
０
０
円
、
平
等
割

が
９
,
４
０
０
円
、
介
護
納
付
金
分
に
つ

い
て
は
所
得
割
が
２
．
２
０
％
均
等
割
が

７
,
１
０
０
円
、
平
等
割
が
５
,
３
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

算
定
に
つ
い
て
は
、
山
江
村
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
よ
っ

て
税
率
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　

所
得
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
に
対
し
て
の
均
等
割
は
ど

の
よ
う
に
課
税
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

18
歳
未
満
の
均
等
割
に
つ
い
て
は

医
療
分
２
０
,
０
０
０
円
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
の
７
,
５
０
０
円
、
合
計
２

７
,
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

本
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
で

の
所
得
の
な
い
18
歳
以
下
の
均
等
割
を
減

免
す
る
に
は
財
源
が
い
く
ら
必
要
か
。

　
　
　

18
歳
未
満
の
方
の
88
名
掛
け
る
２

７
,
５
０
０
円
で
２
４
２
万
減
収
と
な
る
。

　
　
　

財
源
が
２
４
２
万
必
要
と
い
う
こ

と
で
、
仮
に
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
全
額

免
除
し
た
場
合
、
財
源
の
国
保
財
政
調
整

基
金
の
約
４
％
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

だ
と
５
．
３
％
の
割
合
で
賄
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
も
村
独
自
の
均
等
割
減
免
が
必
要
と
考

え
る
、
執
行
部
の
考
え
は
如
何
か
。

　
　
　

国
保
財
政
調
整
基
金
の
補
填
は
可

能
だ
が
、
こ
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
重
症

患
者
等
の
増
加
な
ど
臨
時
的
な
医
療
費
の

高
騰
に
よ
り
県
へ
の
納
付
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
活
用
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
法
定
外
繰
入
つ
い
て
は
県
の

指
導
に
よ
り
活
用
が
で
き
な
い
、
全
国
で

20
数
自
治
体
が
均
等
割
減
免
を
先
行
し
て

行
っ
て
い
る
が
、
本
村
で
は
公
平
な
税
負

担
で
あ
る
こ
と
、
減
収
に
な
っ
た
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
、
税
負
担
が
発
生
す
る

こ
と
な
ど
勘
案
し
て
、
子
ど
も
の
均
等
割

減
免
を
法
律
や
制
度
よ
り
先
行
し
て
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

在
住
外
国
人
技
能
実
習
生

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
、
子
ど
も
の

均
等
割
り
減
免
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問



山江村議会だより令和元年８月23日発行 ⑩山江村議会だより 令和元年８月23日発行③

山江村議会構成山江村議会構成
１、正副議長

２、委員会構成

西　孝恒 議員

満室入居のほたるの荘

ちょっと待った！

一般質問

　政治家の寄附は禁止
　議員は祭りのときなどにお金を寄附し
たり、お酒などを届けることを禁止されて
います。

　有権者からの寄附要求も禁止
　また、有権者が求めてもいけません。
　ご理解をお願いします。

ちょっと待った！

令和元年5月8日現在

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）にぜ
ひ参加いただき、ご意見等をお聞かせ下
さい。次回の議会定例会は9月開催です。
日程等の問い合わせは、議会事務局まで
お願いします。TEL : 23－3401

議会を傍聴してみませんか。

委 員 長

副 委 員 長

委員会の名称

委 員

本 田　り か委 員

総 務 文 教
常 任 委 員 会

委　　員　　氏　　名

秋 丸　安 弘

赤 坂　　修森 田　俊 介

立 道　　徹

委 員 長

副 委 員 長

委員会の名称

委 員

横 谷　　巡委 員

産 業 厚 生
常 任 委 員 会

委　　員　　氏　　名

中 竹 耕 一 郎

西　　孝 恒中 村　龍 喜

久 保 山 直 巳

委 員 長

副 委 員 長

委員会の名称

委 員議会運営委員会

委　　員　　氏　　名

森 田　俊 介

中 村　龍 喜秋 丸　安 弘

西　　孝 恒

委 員 長

副 委 員 長

委員会の名称

委 員
議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会

委　　員　　氏　　名

中 村　龍 喜

本 田　り か赤 坂　　修

久 保 山 直 巳

人 吉 下 球 磨 消 防 組 合 立 道　　徹

中 村　龍 喜人 吉 球 磨 広 域 行 政 組 合

西　　孝 恒監　査　委　員

横　谷　　巡中　竹　耕一郎

副 議 長議　 長

赤 坂　　修

３、一部事務組合議会議員及び協議会委員

４、議会選出監査委員

　
　
　

健
全
な
食
生
活
の
重
要
性
か
ら

本
村
に
お
け
る
食
育
教
育
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
う
。

　
　
　

子
ど
も
達
が
豊
か
な
人
間
性
を

育
み
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
何
よ
り
食
が
重
要
で
あ
る
。
各
学

校
と
も
給
食
調
理
場
を
有
し
「
調
理
者

の
顔
が
見
え
る
給
食
」
「
地
元
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
給
食
」
「
地
産
地
消
を

中
心
に
捉
え
た
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育

の
事
業
」
の
三
つ
か
ら
郷
土
愛
や
感
謝

な
ど
も
学
ん
で
い
る
。

　
　
　

各
家
庭
に
お
け
る
朝
ご
飯
に
つ

い
て
の
教
育
は
。

　
　
　

朝
ご
飯
は
脳
の
働
き
を
活
発
に

し
、
集
中
力
や
記
憶
力
な
ど
重
要
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。
朝
ご
飯
の
徹
底

や
家
庭
へ
の
啓
発
な
ど
、
食
育
推
進
部
の

実
践
目
標
の
中
に
掲
げ
進
め
て
い
る
。

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
現

在
の
状
況
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
よ
り
事
業
者
へ
委
託

し
て
い
る
。
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地

消
の
推
進
、
安
全
安
心
な
食
材
の
提
供
、

ま
た
農
林
産
物
等
を
集
荷
し
、
学
校
へ
納

品
な
ど
。
現
況
は
農
家
と
学
校
給
食
側
の

情
報
の
連
携
共
有
し
、
一
年
間
を
通
じ
て

食
材
提
供
を
確
保
す
る
業
務
な
ど
が
あ

る
。
尚
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
今
年
四
月

よ
り
、
新
し
い
事
業
者
と
な
り
事
業
継
続

を
し
て
い
る
。

　
　
　

川
崎
市
の
事
件
を
受
け
て
の
本
村

の
対
応
は
。

　
　
　

教
育
委
員
会
、
学
校
、
地
域
を
あ

げ
て
子
ど
も
達
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
文
科
省
、

県
教
委
の
通
達
を
受
け
て
す
ぐ
学
校
へ
通

知
を
な
が
し
、
通
学
路
の
安
全
確
認
見
守

り
要
請
、
登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
再
確
認
、
各
バ
ス
停
の
安
全
確

認
、
駐
在
所
に
も
見
守
り
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
今
こ
そ
地
域
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
ご
支
援
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

　
　
　

児
童
生
徒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ

ン
が
重
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
本
村

3
校
の
学
用
品
の
状
況
や
置
き
勉
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
　
10
年
前
に
比
べ
る
と
3
割
ほ
ど
増

え
て
い
る
。
本
村
で
は
、
曜
日
の
授
業
に

よ
っ
て
違
う
が
、
小
学
校
で
5
㎏
に
な

る
。
中
学
校
で
は
６
．
８
㎏
に
部
活
バ
ッ

グ
を
合
わ
せ
８
．
８
㎏
に
な
る
。
子
ど
も

た
ち
の
健
康
上
や
学
習
状
況
を
勘
案
し
、

適
切
な
配
慮
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

　
　
　

各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
火

器
を
安
全
安
心
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
点

検
や
詰
め
替
え
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

村
内
に
は
消
火
器
を
設
置
し
て
い

な
い
家
庭
も
あ
る
。
詰
め
替
え
な
ど
交
換

の
助
成
は
今
後
検
討
も
必
要
か
と
思
う

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

「
淡
島
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
と
「
ほ

た
る
の
荘
」
の
活
用
状
況
は
。

　
　
　

淡
島
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
平
成
29
年

か
ら
利
用
を
開
始
し
、
同
年
に
３
件
で
８

名
の
方
が
８
日
間
利
用
。
平
成
30
年
度
は

３
件
で
７
名
の
方
が
10
日
間
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ほ
た
る
の
荘
は
、
平
成
29
、
30
年

度
の
利
用
者
は
な
い
が
利
用
料
を
下
げ
募

集
し
た
と
こ
ろ
5
件
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
会
を
経
て
決
定
を
し
た
。
今
後
も
利
用

を
促
進
し
、
定
住
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

学
校
給
食
食
材
の
地
産

地
消
に
つ
い
て

登
下
校
時
の
子
ど
も
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
状
況
に

つ
い
て

消
火
器
の
薬
剤
詰
め
替

え
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問



山江村議会だより⑨ 令和元年８月23日発行 山江村議会だより令和元年８月23日発行 ④

立道　徹 議員

美化作業（第7区）

一般会計補正予算（第１号）を修正可決

令和元年第４回議会定例会報告

一般質問

令和元年第４回議会定例会は、６月１２日から１４日までの３日間の会期で開かれました。今回の

定例会では、発議１件、報告１件、同意１件、条例制定４件、その他１件、令和元年度山江村一般会計、

特別会計の補正予算４件を審議しました。

１２日に開会し、提案理由説明の後、議案審議。１３日は一般質問で６名が登壇し、当面する行政

課題等について一般質問を行いました。最終日の１４日に、提案された全議案について質疑・討論・

表決を行い、令和元年度山江村一般会計補正予算の一部を修正し、他の議案については、原案のとお

り可決・決定し、閉会しました。

こんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりました

発議第２号　新たな過疎対策法の制定に関する意見書について

　■「過疎地域自立促進特別措置法」が令和３年３月末をもって失効するが、新

　　たな過疎対策法の制定を望むため、意見書を提出するもの

報告第１号　平成３０年度繰越明許費（一般会計）の報告について

　■村道県道下段線下之段橋下部工（P2）事業をはじめ、６つの事業（総額：

　　161,800千円）を令和元年度へ繰越すもの

同意第２号　山江村教育委員会教育長の任命に関する同意を求めることについて

　■任期満了に伴い、引き続き藤本誠一氏を適任者として任命するもの

議案第２５号　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の

一部変更について

　■事務分掌の一部から、合志市を削除するもの（同文議決）

議案第２６号　山江村報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制

定について

　■投票管理者、開票管理者、投票立会人及び開票立会人等の報酬額を増額するもの

議案第２７号　山江村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

　■法律の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの　　　　

議案第２８号　山江村放課後健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例の制定について

　■運営に関する基準の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

議決の結果

議案第２９号　山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

　■施行令等の一部改正により、条例の一部を改正するもの
原　案
可　決

条　例　制　定　等　議　案

　
　
　

防
災
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て

　
　
　

防
災
行
政
無
線
を
は
じ
め
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
防
災

メ
ー
ル
な
ど
の
S
N
S
な
ど
を
活
用
し
、

地
域
へ
連
絡
し
て
い
る
。
県
と
の
通
信
手

段
は
、
県
防
災
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
災

害
時
優
先
電
話
固
定
２
回
線
、
携
帯
電
話

２
回
線
を
確
保
し
て
い
る
。　

大
規
模
災

害
時
の
避
難
所
17
か
所
の
う
ち
８
か
所
に

特
設
公
衆
電
話
回
線
を
整
備
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
ボ
イ
ス
パ
ケ
ッ
ト
電
話
等
も

導
入
し
、
消
防
署
、
役
場
、
消
防
団
、
近

隣
の
市
町
村
と
も
通
信
で
き
る
体
制
を
確

立
し
た
。

　
　
　

危
険
個
所
の
点
検
及
び
周
知
徹
底

に
つ
い
て

　
　
　

地
区
ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
危
険
個
所
、
避
難
所
、
経
路
、
避
難

行
動
の
要
支
援
者
の
把
握
も
行
い
、
情
報

共
有
し
な
が
ら
周
知
徹
底
を
行
っ
て
い

る
。

　

村
道
・
河
川
に
お
い
て
は
、
定
期
的
に

点
検
を
行
い
、
報
告
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　
　
　

河
川
へ
の
倒
木
の
処
理
・
そ
の
後

の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　

所
有
者
に
よ
る
倒
木
処
理
を
お
願

い
し
て
い
る
。
村
政
懇
談
会
で
も
倒
木
の

処
理
に
つ
い
て
の
意
見
が
で
て
い
る
が
、

所
有
者
で
処
理
す
る
こ
と
が
原
則
的
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
道
路
の
除
草
作
業

等
に
村
の
単
独
予
算
で
1
,
0
0
0
万
円

を
超
え
て
い
る
。
今
後
、
ま
だ
ま
だ
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
過
疎
の
予

算
（
起
債
）
が
活
用
で
き
な
い
か
発
言
・

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

住
民
・
行
政
の
役
割
の
認
識
に
つ

い
て

　
　
　

住
民
に
お
い
て
は
、
防
災
意
識
の

高
揚
並
び
に
人
命
の
安
全
を
確
保
し
、
各

地
区
自
主
防
災
組
織
を
編
成
し
、
訓
練
な

ど
を
行
い
役
割
の
認
識
を
図
っ
て
い
る
。

　

行
政
で
は
、
災
害
発
生
時
及
び
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
災
害
対
策

本
部
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

第
１
次
体
制
か
ら
第
４
次
体
制
の
参
集
基

準
に
よ
り
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　
　

高
齢
化
が
進
み
、
美
化
作
業
に
お

い
て
実
施
困
難
な
地
域
が
あ
る
が
、
実
情

に
見
合
っ
た
方
法
は
と
れ
な
い
か
。

　
　
　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
身
近
な

環
境
を
意
識
し
、
自
ら
の
生
活
を
見
直

し
、
行
動
す
る
機
会
で
あ
る
。

　
　
　

道
路
上
に
張
り
出
し
た
木
や
枝
・

竹
等
の
除
去
を
３
年
に
１
度
く
ら
い
予
算

を
増
や
し
て
の
作
業
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

所
有
者
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
個
人
の
財
産
に
公

費
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
今

後
、
慎
重
に
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

本
村
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
の
で
、
国

に
対
し
て
も
財
政
措
置
が
で
き
な
い
か
要

望
を
続
け
て
い
く

　
　
　

屋
形
地
区
に
あ
る
村
有
地
の
活
用

に
つ
い
て
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

土
地
は
村
所
有
、
建
物
は
地
元
所

有
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
活
用
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
考
え
て
は
な
い
。

　
　
　

布
設
し
て
い
る
水
道
管
の
耐
用
年

数
の
期
限
が
迫
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

耐
用
年
数
は
、
約
30
年
程
度
で
あ

る
。
更
新
時
期
を
迎
え
る
水
道
管
も
で
て

く
る
が
、
財
政
状
況
も
踏
ま
え
、
検
討
を

行
う
。

 

水
道
管
布
設
替
え
工
事

に
つ
い
て

梅
雨
・
台
風
時
期
に
対
す
る

防
災
対
策
に
つ
い
て

村
民
に
よ
る
美
化
作
業
に

つ
い
て

村
有
地
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

村
道
・
県
道
の
除
草
作
業

に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁



山江村議会だより⑤ 令和元年８月23日発行 山江村議会だより令和元年８月23日発行 ⑧

本田　りか 議員 老朽化が進んでいるキャンプ場

令和元年度　一般会計補正予算（第１号）
■歳　入 【単位：千円】

13,753

452,231

198,710

103,070

19,826

409,500

109

11,373

1,413

14,000

1,700

3,700

農業費分担金過年度分

プレミアム付商品券事業補助金など

介護保険料軽減負担金など

繰越金

コミュニティ助成事業助成金など

スクールバス導入事業

13,862

463,604

200,123

117,070

21,526

413,200

分担金及び負担金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,292,000 32,295 3,324,295

■歳　出 【単位：千円】

59,584

670,706

613,497

380,210

311,996

54,984

440,111

230,031

21,258

 34

561

8,728

5,730

795

3,591

1,045

11,345

466

一般職共済組合負担金

コミュニティ助成事業助成金など

プレミアム付商品券事業費、介護保険特別会計繰出金など

一般職給、システム改修委託料など

小さな産業づくり事業補助金など

温泉センター備品購入費、観光地域づくり協議会負担金など

職員手当など

スクールバス購入費、公民館整備事業補助金など

59,618

671,267

622,225

385,940

312,791

58,575

441,156

241,376

21,724

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

教 育 費

予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,292,000 32,295 3,324,295

令和元年度　特別会計補正予算
【単位：千円】

160,000

135,000

440,000

4,500

1,900

528

中央地区施設整備費実施設計委託料など

実施設計委託料など

システム改修委託料など

164,500

136,900

440,528

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

　
　
　

キ
ャ
ン
プ
場
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

一
番
心
配
し
て
い
る
の
が
今
後
の
人
的
な

管
理
の
問
題
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
や

将
来
の
管
理
の
問
題
も
含
め
、
地
域
の

方
々
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

検
診
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
受
診
率
は
、
平
成
30
年
度
で
は
、

4
9
.
3
％
、
要
精
密
検
査
者
は
5
人
で

あ
る
。
要
精
密
検
査
者
に
つ
い
て
は
全
員

家
庭
訪
問
し
、
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ
る

よ
う
勧
奨
し
て
い
る
。
啓
発
に
つ
い
て

は
、
や
ま
え
広
報
、
出
前
講
座
、
健
康
教

室
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、
来
年

度
か
ら
小
学
3
・
4
年
生
で
外
国
語
活
動
の

時
間
導
入
、
5
・
6
年
生
が
教
科
化
さ
れ

る
。
中
学
生
も
含
め
英
語
教
育
の
状
況
は
。

　
　
　

3
・
4
年
生
は
外
国
語
の
音
声
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
、
5
・
6
年
生
は
教
科
と
な
り
、

聞
く
・
話
す
活
動
か
ら
読
む
・
書
く
と
な

り
、
基
礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
る
指
導

等
に
取
り
組
む
。
中
学
に
お
い
て
は
、

A
I
英
会
話
練
習
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
語

学
研
修
な
ど
に
よ
り
使
え
る
英
語
教
育
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

事
業
の
目
的
を
達
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
再
度
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
地

元
と
協
議
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
は
。

　
　
　

地
元
と
協
議
し
た
結
果
、
合
戦
峯

の
方
々
を
中
心
に
、
村
内
の
方
々
か
ら
農

林
産
物
を
販
売
す
る
計
画
の
あ
る
方
を
応

募
し
、
定
期
的
な
朝
市
、
週
一
回
の
農
林

産
物
販
売
の
運
営
で
開
館
し
て
い
く
。

　
　
　

設
置
か
ら
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

会
員
数
は
平
成
22
年
度
の
64
人
を

ピ
ー
ク
に
現
在
は
25
人
で
あ
る
。
平
成
30

年
度
の
受
注
件
数
は
2
5
9
件
、
就
業
実

人
数
32
人
、
受
注
金
額
は
8
1
8
万
円
、

そ
の
う
ち
村
委
託
契
約
分
が
7
4
3
万
円

と
90
％
を
占
め
、
民
間
の
受
注
対
応
が
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

仕
事
の
需
要
は
あ
る
の
に
、
会
員

不
足
に
て
対
応
で
き
な
い
と
の
声
を
聞

く
。
会
員
減
少
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　
　

企
業
等
で
働
く
人
が
増
え
て
き
て

い
る
の
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
入
会
活
動
に
よ
る
会
員
の
拡
大
、
迅

速
な
入
会
承
認
、
就
業
機
会
の
早
期
提
供

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

限
界
集
落
と
そ
れ
に
近
い
集
落
の

箇
所
数
は
。

　
　
　

現
在
の
限
界
集
落
は
、
行
政
区
で

2
地
区
、
そ
れ
に
近
い
40
％
台
は
4
地

区
、
集
落
別
で
は
山
田
地
区
6
集
落
、
万

江
地
区
9
集
落
で
あ
る
。

　
　
　

集
落
の
機
能
維
持
、
買
い
物
支
援

対
策
な
ど
直
面
す
る
生
活
対
応
の
支
援
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

集
落
の
直
面
す
る
暮
ら
し
の
課
題

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
、
情
報
の

共
有
と
提
供
を
行
い
、
地
域
で
支
え
る
仕

　
　
　

ま
る
お
か
号
利
用
者
よ
り
、
人
吉

市
内
の
停
留
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
あ
る
。

　
　
　

利
用
者
は
目
的
地
に
一
番
近
い
停

留
所
か
ら
目
的
地
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
乗
り

継
い
で
行
く
の
が
現
状
。

　
　
　

高
齢
で
足
が
不
自
由
な
方
々
は
そ

れ
だ
け
で
も
大
き
な
負
担
と
な
る
。
今
後
の

計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　

ま
る
お
か
号
の
人
吉
市
内
へ
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
人
吉
公
共

交
通
の
計
画
に
影
響
し
な
い
ル
ー
ト
及
び

停
留
所
の
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
ダ
イ
ヤ

改
正
や
停
留
所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
人

吉
市
地
域
公
共
活
性
化
協
議
会
に
諮
り
、

運
輸
局
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通

会
議
で
の
実
情
を
関
係
者
と
協
議
し
つ

つ
、
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
調

査
を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。
変
化
す

る
行
政
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ

う
に
実
施
す
る
の
か

　
　
　

対
象
者
は
高
齢
者
に
限
ら
ず
利
用

者
の
方
や
、
地
域
の
方
で
年
齢
別
・
世
代

別
に
取
る
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
の
幅
を
広
げ

て
い
き
た
い
。
地
域
公
共
交
通
会
議
に
つ

い
て
も
、
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
山
江
村
の
意
見
を
ま
と
め
、
そ
の
後
人

吉
市
地
域
公
共
交
通
会
議
へ
諮
り
た
い
た

め
、
年
度
内
に
は
必
ず
実
施
さ
せ
た
い
。

　
　
　

10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教
育

保
育
無
償
化
に
つ
い
て
、
山
江
村
で
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
対
象
人
員
は
ど
の
く
ら
い
で
、
そ
れ

に
伴
う
村
の
負
担
は
ど
の
く
ら
い
増
え
る

の
か
。

　
　
　

対
象
人
員
は
４
月
１
日
現
在
の
人

数
で
1
0
6
名
。

保
育
料
に
つ
い
て
は
現
在
、
国
の
基
準
額

の
37
％
を
保
護
者
よ
り
徴
収
予
定
で
、
残

り
の
63
％
(概
算
見
込
額
約
6
,
8
0
0

万
)を
村
独
自
で
負
担
し
て
い
る
。
保
育

料
等
を
国
基
準
額
よ
り
低
く
設
定
し
て
い

る
本
村
で
は
、
今
般
の
無
償
化
に
よ
り
そ

れ
ま
で
村
が
独
自
に
負
担
し
て
い
た
部
分

に
、
国
や
県
の
負
担
が
入
る
こ
と
で
、
そ

の
部
分
に
か
か
る
村
の
財
政
負
担
が
約

9
0
0
万
円
程
度
軽
減
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
幼
児
教
育
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
国
の
施
策
と
し
て
、
全
国
一
律
で
行

う
も
の
な
の
で
、
必
要
な
財
源
措
置
を
国

の
責
任
に
お
い
て
行
い
、
今
ま
で
以
上
に

市
町
村
に
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

組
み
づ
く
り
な
ど
不
便
さ
を
な
き
よ
う
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

限
界
集
落
と
直
面
す
る
暮

ら
し
へ
の
支
援
に
つ
い
て

ま
る
お
か
号
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問
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６人が登壇！　村執行部に問う! !
（一般質問者）

○学校給食食材の地産地消について
○登下校時の子どもの安全対策について
○消火器の薬剤詰替えについて
○空き家対策状況について
○村長の政治姿勢について
○在住外国人技能実習生について
○国民健康保険子どもの均等割り減免について

○梅雨（台風）時期に対する防災対策について
○村民による美化作業について
○村道（県道）の除草作業について
○村有地の有効活用について
○水道管の布設替え工事について

○農林業の振興について

○まるおか号について
○子育て支援について

１ 中 村 龍 喜 ６~7ページ

3

７～８ページ2 横 谷 　 　 巡

本 田 り か

4 立 道 　 徹

８ページ

９ページ

5

6

西 　 孝 恒

久 保 山 直 巳

１０ページ

11ページ

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

※議会だよりは、文字数が限られているため、一般質問内容のすべてを掲載していません。
　また、各議員より提出された原稿のまま掲載しております。

○議会定例会で一般質問を行ったその後について
○シルバー人材センターの現状と支援について
○人口減少問題に起因する限界集落問題について

横谷　巡 議員

中村　龍喜 議員

モデル栗園（丸岡）

一般質問

　
　
　

キ
ャ
ン
プ
場
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

一
番
心
配
し
て
い
る
の
が
今
後
の
人
的
な

管
理
の
問
題
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
や

将
来
の
管
理
の
問
題
も
含
め
、
地
域
の

方
々
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

検
診
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
受
診
率
は
、
平
成
30
年
度
で
は
、

4
9
.
3
％
、
要
精
密
検
査
者
は
5
人
で

あ
る
。
要
精
密
検
査
者
に
つ
い
て
は
全
員

家
庭
訪
問
し
、
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ
る

よ
う
勧
奨
し
て
い
る
。
啓
発
に
つ
い
て

は
、
や
ま
え
広
報
、
出
前
講
座
、
健
康
教

室
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、
来
年

度
か
ら
小
学
3
・
4
年
生
で
外
国
語
活
動
の

時
間
導
入
、
5
・
6
年
生
が
教
科
化
さ
れ

る
。
中
学
生
も
含
め
英
語
教
育
の
状
況
は
。

　
　
　

3
・
4
年
生
は
外
国
語
の
音
声
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
、
5
・
6
年
生
は
教
科
と
な
り
、

聞
く
・
話
す
活
動
か
ら
読
む
・
書
く
と
な

り
、
基
礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
る
指
導

等
に
取
り
組
む
。
中
学
に
お
い
て
は
、

A
I
英
会
話
練
習
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
語

学
研
修
な
ど
に
よ
り
使
え
る
英
語
教
育
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

事
業
の
目
的
を
達
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
再
度
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
地

元
と
協
議
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
は
。

　
　
　

地
元
と
協
議
し
た
結
果
、
合
戦
峯

の
方
々
を
中
心
に
、
村
内
の
方
々
か
ら
農

林
産
物
を
販
売
す
る
計
画
の
あ
る
方
を
応

募
し
、
定
期
的
な
朝
市
、
週
一
回
の
農
林

産
物
販
売
の
運
営
で
開
館
し
て
い
く
。

　
　
　

設
置
か
ら
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

会
員
数
は
平
成
22
年
度
の
64
人
を

ピ
ー
ク
に
現
在
は
25
人
で
あ
る
。
平
成
30

年
度
の
受
注
件
数
は
2
5
9
件
、
就
業
実

人
数
32
人
、
受
注
金
額
は
8
1
8
万
円
、

そ
の
う
ち
村
委
託
契
約
分
が
7
4
3
万
円

と
90
％
を
占
め
、
民
間
の
受
注
対
応
が
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

仕
事
の
需
要
は
あ
る
の
に
、
会
員

不
足
に
て
対
応
で
き
な
い
と
の
声
を
聞

く
。
会
員
減
少
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　
　

企
業
等
で
働
く
人
が
増
え
て
き
て

い
る
の
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
入
会
活
動
に
よ
る
会
員
の
拡
大
、
迅

速
な
入
会
承
認
、
就
業
機
会
の
早
期
提
供

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

限
界
集
落
と
そ
れ
に
近
い
集
落
の

箇
所
数
は
。

　
　
　

現
在
の
限
界
集
落
は
、
行
政
区
で

2
地
区
、
そ
れ
に
近
い
40
％
台
は
4
地

区
、
集
落
別
で
は
山
田
地
区
6
集
落
、
万

江
地
区
9
集
落
で
あ
る
。

　
　
　

集
落
の
機
能
維
持
、
買
い
物
支
援

対
策
な
ど
直
面
す
る
生
活
対
応
の
支
援
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

集
落
の
直
面
す
る
暮
ら
し
の
課
題

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
、
情
報
の

共
有
と
提
供
を
行
い
、
地
域
で
支
え
る
仕

　
　
　

農
繁
期
、
田
植
え
の
最
中
で
あ
る

が
、
水
不
足
の
影
響
や
高
齢
化
に
よ
る
業

務
委
託
な
ど
に
よ
り
作
業
が
遅
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
行
政
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
就
業
者
は
65
歳
以
上
の
方
が

約
70
％
、
こ
の
こ
と
か
ら
今
後
は
若
者
、

新
規
就
業
者
の
育
成
や
農
地
集
積
化
、
法

人
格
の
設
立
が
必
要
で
、
担
い
手
不
足
対

策
と
し
て
、
村
単
独
で
の
支
援
等
も
行
っ

て
い
く
。

　　
　
　

村
民
か
ら
、
「
条
例
化
し
て
何
か

良
い
こ
と
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
声
を
聞

く
。
本
村
は
生
産
地
日
本
一
と
謳
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
　

や
ま
え
栗
の
歴
史
、
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
誇
り
と
夢

を
持
っ
て
次
世
代
に
語
り
継
い
で
も
ら
う

意
識
づ
け
と
生
産
者
の
栽
培
意
欲
の
向

上
、
地
域
活
性
化
を
図
る
目
的
で
あ
る
。

「
日
本
一
」
と
は
、
品
質
の
日
本
一
を
目

指
す
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

昨
年
、
一
昨
年
と
フ
ラ
ン
ス
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
行
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

販
売
戦
略
で
あ
り
、
目
的
は
、
や

ま
え
栗
の
流
通
拡
大
、
将
来
的
に
は
海
外

進
出
を
目
指
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
栗

の
本
場
で
あ
り
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
る
か
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的

な
も
の
で
、
8
〜
9
割
の
方
が
美
味
し
い

と
言
わ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
4
日
間
で

53
万
円
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
14
日
間
で

1
3
0
万
円
を
売
上
げ
、
海
外
戦
略
の
可

能
性
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

国
際
的
な
こ
と
も
必
要
と
考
え
る

が
、
販
売
は
国
内
で
も
十
分
で
き
る
と
思

う
。
石
川
県
の
J
A
を
訪
れ
た
と
き
、
生

産
量
が
減
っ
て
お
菓
子
屋
さ
ん
か
ら
の
要

望
に
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
話
を
聞
い

た
。
海
外
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
内
の

販
売
も
考
え
て
は
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
　
　

や
ま
え
栗
が
復
活
し
た
の
は
四
年

前
、
農
協
合
併
後
、
球
磨
栗
で
流
通
し
て

い
た
が
、
や
ま
え
栗
の
名
前
は
残
っ
て
お

り
、
や
ま
え
栗
が
欲
し
い
と
い
う
お
菓
子

屋
さ
ん
が
全
国
各
地
に
お
ら
れ
、
球
磨
栗

の
ま
ま
で
は
不
本
意
だ
と
県
、
農
協
、
各

町
村
関
係
者
の
議
論
の
中
で
、
や
ま
え
栗

を
残
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ
、

現
在
、
球
磨
栗
と
や
ま
え
栗
の
2
本
で
取

引
を
行
っ
て
い
る
。
生
産
量
を
3
0
0
ｔ

に
す
る
目
標
で
様
々
な
取
組
み
を
行
い
、

3
年
の
限
定
で
栗
の
生
産
収
量
増
の
支
援

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
全
体
の
売
上
げ
増

に
は
流
通
が
必
要
で
、
国
内
、
国
外
の
2

本
立
て
で
考
え
、
本
村
の
場
合
は
、
ま
ず

栗
を
出
し
て
い
き
な
が
ら
、
他
の
産
業
を

引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
政
策
で
あ
る
。

　
　
　

地
産
地
消
の
実
績
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
納
入
い
た

だ
い
た
生
産
農
家
数
は
43
戸
、
41
品
目
で

あ
り
、
地
産
地
消
率
は
16
％
前
後
で
あ

る
。

組
み
づ
く
り
な
ど
不
便
さ
を
な
き
よ
う
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
近
頃
は
サ
ル

の
被
害
も
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

　
　
　

5
年
に
一
度
、
村
の
鳥
獣
被
害
対

策
防
止
計
画
を
策
定
し
対
策
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
住
民
か
ら
の
要
望
が
強
い
鳥

獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
施

設
整
備
の
資
材
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

農
業
の
担
い
手
不
足
、

高
齢
化
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
と
の
姉
妹
都
市

締
結
の
必
要
性
に
つ
い
て

学
校
給
食
食
材
の
地
産
地
消

の
状
況
に
つ
い
て

尾
寄
崎
キ
ャ
ン
プ
場
の

現
状
に
つ
い
て

栗
条
例
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て

乳
が
ん
検
診
の
受
診
と

啓
発
状
況
は

合
戦
峯
物
産
販
売
所
の

地
元
と
の
協
議
結
果
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
現
状

と
会
員
減
少
の
対
策
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
英
語
教
育

の
取
り
組
み
状
況
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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６人が登壇！　村執行部に問う! !
（一般質問者）

○学校給食食材の地産地消について
○登下校時の子どもの安全対策について
○消火器の薬剤詰替えについて
○空き家対策状況について
○村長の政治姿勢について
○在住外国人技能実習生について
○国民健康保険子どもの均等割り減免について

○梅雨（台風）時期に対する防災対策について
○村民による美化作業について
○村道（県道）の除草作業について
○村有地の有効活用について
○水道管の布設替え工事について

○農林業の振興について

○まるおか号について
○子育て支援について

１ 中 村 龍 喜 ６~7ページ

3

７～８ページ2 横 谷 　 　 巡

本 田 り か

4 立 道 　 徹

８ページ

９ページ

5

6

西 　 孝 恒

久 保 山 直 巳

１０ページ

11ページ

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

※議会だよりは、文字数が限られているため、一般質問内容のすべてを掲載していません。
　また、各議員より提出された原稿のまま掲載しております。

○議会定例会で一般質問を行ったその後について
○シルバー人材センターの現状と支援について
○人口減少問題に起因する限界集落問題について

横谷　巡 議員

中村　龍喜 議員

モデル栗園（丸岡）

一般質問

　
　
　

キ
ャ
ン
プ
場
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

一
番
心
配
し
て
い
る
の
が
今
後
の
人
的
な

管
理
の
問
題
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
や

将
来
の
管
理
の
問
題
も
含
め
、
地
域
の

方
々
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

検
診
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
受
診
率
は
、
平
成
30
年
度
で
は
、

4
9
.
3
％
、
要
精
密
検
査
者
は
5
人
で

あ
る
。
要
精
密
検
査
者
に
つ
い
て
は
全
員

家
庭
訪
問
し
、
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ
る

よ
う
勧
奨
し
て
い
る
。
啓
発
に
つ
い
て

は
、
や
ま
え
広
報
、
出
前
講
座
、
健
康
教

室
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、
来
年

度
か
ら
小
学
3
・
4
年
生
で
外
国
語
活
動
の

時
間
導
入
、
5
・
6
年
生
が
教
科
化
さ
れ

る
。
中
学
生
も
含
め
英
語
教
育
の
状
況
は
。

　
　
　

3
・
4
年
生
は
外
国
語
の
音
声
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
、
5
・
6
年
生
は
教
科
と
な
り
、

聞
く
・
話
す
活
動
か
ら
読
む
・
書
く
と
な

り
、
基
礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
る
指
導

等
に
取
り
組
む
。
中
学
に
お
い
て
は
、

A
I
英
会
話
練
習
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
語

学
研
修
な
ど
に
よ
り
使
え
る
英
語
教
育
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

事
業
の
目
的
を
達
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
再
度
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
地

元
と
協
議
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
は
。

　
　
　

地
元
と
協
議
し
た
結
果
、
合
戦
峯

の
方
々
を
中
心
に
、
村
内
の
方
々
か
ら
農

林
産
物
を
販
売
す
る
計
画
の
あ
る
方
を
応

募
し
、
定
期
的
な
朝
市
、
週
一
回
の
農
林

産
物
販
売
の
運
営
で
開
館
し
て
い
く
。

　
　
　

設
置
か
ら
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

会
員
数
は
平
成
22
年
度
の
64
人
を

ピ
ー
ク
に
現
在
は
25
人
で
あ
る
。
平
成
30

年
度
の
受
注
件
数
は
2
5
9
件
、
就
業
実

人
数
32
人
、
受
注
金
額
は
8
1
8
万
円
、

そ
の
う
ち
村
委
託
契
約
分
が
7
4
3
万
円

と
90
％
を
占
め
、
民
間
の
受
注
対
応
が
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

仕
事
の
需
要
は
あ
る
の
に
、
会
員

不
足
に
て
対
応
で
き
な
い
と
の
声
を
聞

く
。
会
員
減
少
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　
　

企
業
等
で
働
く
人
が
増
え
て
き
て

い
る
の
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
入
会
活
動
に
よ
る
会
員
の
拡
大
、
迅

速
な
入
会
承
認
、
就
業
機
会
の
早
期
提
供

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

限
界
集
落
と
そ
れ
に
近
い
集
落
の

箇
所
数
は
。

　
　
　

現
在
の
限
界
集
落
は
、
行
政
区
で

2
地
区
、
そ
れ
に
近
い
40
％
台
は
4
地

区
、
集
落
別
で
は
山
田
地
区
6
集
落
、
万

江
地
区
9
集
落
で
あ
る
。

　
　
　

集
落
の
機
能
維
持
、
買
い
物
支
援

対
策
な
ど
直
面
す
る
生
活
対
応
の
支
援
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

集
落
の
直
面
す
る
暮
ら
し
の
課
題

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
、
情
報
の

共
有
と
提
供
を
行
い
、
地
域
で
支
え
る
仕

　
　
　

農
繁
期
、
田
植
え
の
最
中
で
あ
る

が
、
水
不
足
の
影
響
や
高
齢
化
に
よ
る
業

務
委
託
な
ど
に
よ
り
作
業
が
遅
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
行
政
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
就
業
者
は
65
歳
以
上
の
方
が

約
70
％
、
こ
の
こ
と
か
ら
今
後
は
若
者
、

新
規
就
業
者
の
育
成
や
農
地
集
積
化
、
法

人
格
の
設
立
が
必
要
で
、
担
い
手
不
足
対

策
と
し
て
、
村
単
独
で
の
支
援
等
も
行
っ

て
い
く
。

　　
　
　

村
民
か
ら
、
「
条
例
化
し
て
何
か

良
い
こ
と
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
声
を
聞

く
。
本
村
は
生
産
地
日
本
一
と
謳
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
　

や
ま
え
栗
の
歴
史
、
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
誇
り
と
夢

を
持
っ
て
次
世
代
に
語
り
継
い
で
も
ら
う

意
識
づ
け
と
生
産
者
の
栽
培
意
欲
の
向

上
、
地
域
活
性
化
を
図
る
目
的
で
あ
る
。

「
日
本
一
」
と
は
、
品
質
の
日
本
一
を
目

指
す
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

昨
年
、
一
昨
年
と
フ
ラ
ン
ス
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
行
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

販
売
戦
略
で
あ
り
、
目
的
は
、
や

ま
え
栗
の
流
通
拡
大
、
将
来
的
に
は
海
外

進
出
を
目
指
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
栗

の
本
場
で
あ
り
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
る
か
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的

な
も
の
で
、
8
〜
9
割
の
方
が
美
味
し
い

と
言
わ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
4
日
間
で

53
万
円
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
14
日
間
で

1
3
0
万
円
を
売
上
げ
、
海
外
戦
略
の
可

能
性
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

国
際
的
な
こ
と
も
必
要
と
考
え
る

が
、
販
売
は
国
内
で
も
十
分
で
き
る
と
思

う
。
石
川
県
の
J
A
を
訪
れ
た
と
き
、
生

産
量
が
減
っ
て
お
菓
子
屋
さ
ん
か
ら
の
要

望
に
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
話
を
聞
い

た
。
海
外
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
内
の

販
売
も
考
え
て
は
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
　
　

や
ま
え
栗
が
復
活
し
た
の
は
四
年

前
、
農
協
合
併
後
、
球
磨
栗
で
流
通
し
て

い
た
が
、
や
ま
え
栗
の
名
前
は
残
っ
て
お

り
、
や
ま
え
栗
が
欲
し
い
と
い
う
お
菓
子

屋
さ
ん
が
全
国
各
地
に
お
ら
れ
、
球
磨
栗

の
ま
ま
で
は
不
本
意
だ
と
県
、
農
協
、
各

町
村
関
係
者
の
議
論
の
中
で
、
や
ま
え
栗

を
残
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ
、

現
在
、
球
磨
栗
と
や
ま
え
栗
の
2
本
で
取

引
を
行
っ
て
い
る
。
生
産
量
を
3
0
0
ｔ

に
す
る
目
標
で
様
々
な
取
組
み
を
行
い
、

3
年
の
限
定
で
栗
の
生
産
収
量
増
の
支
援

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
全
体
の
売
上
げ
増

に
は
流
通
が
必
要
で
、
国
内
、
国
外
の
2

本
立
て
で
考
え
、
本
村
の
場
合
は
、
ま
ず

栗
を
出
し
て
い
き
な
が
ら
、
他
の
産
業
を

引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
政
策
で
あ
る
。

　
　
　

地
産
地
消
の
実
績
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
納
入
い
た

だ
い
た
生
産
農
家
数
は
43
戸
、
41
品
目
で

あ
り
、
地
産
地
消
率
は
16
％
前
後
で
あ

る
。

組
み
づ
く
り
な
ど
不
便
さ
を
な
き
よ
う
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
近
頃
は
サ
ル

の
被
害
も
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

　
　
　

5
年
に
一
度
、
村
の
鳥
獣
被
害
対

策
防
止
計
画
を
策
定
し
対
策
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
住
民
か
ら
の
要
望
が
強
い
鳥

獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
施

設
整
備
の
資
材
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

農
業
の
担
い
手
不
足
、

高
齢
化
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
と
の
姉
妹
都
市

締
結
の
必
要
性
に
つ
い
て

学
校
給
食
食
材
の
地
産
地
消

の
状
況
に
つ
い
て

尾
寄
崎
キ
ャ
ン
プ
場
の

現
状
に
つ
い
て

栗
条
例
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て

乳
が
ん
検
診
の
受
診
と

啓
発
状
況
は

合
戦
峯
物
産
販
売
所
の

地
元
と
の
協
議
結
果
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
現
状

と
会
員
減
少
の
対
策
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
英
語
教
育

の
取
り
組
み
状
況
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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本田　りか 議員 老朽化が進んでいるキャンプ場

令和元年度　一般会計補正予算（第１号）
■歳　入 【単位：千円】

13,753

452,231

198,710

103,070

19,826

409,500

109

11,373

1,413

14,000

1,700

3,700

農業費分担金過年度分

プレミアム付商品券事業補助金など

介護保険料軽減負担金など

繰越金

コミュニティ助成事業助成金など

スクールバス導入事業

13,862

463,604

200,123

117,070

21,526

413,200

分担金及び負担金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,292,000 32,295 3,324,295

■歳　出 【単位：千円】

59,584

670,706

613,497

380,210

311,996

54,984

440,111

230,031

21,258

 34

561

8,728

5,730

795

3,591

1,045

11,345

466

一般職共済組合負担金

コミュニティ助成事業助成金など

プレミアム付商品券事業費、介護保険特別会計繰出金など

一般職給、システム改修委託料など

小さな産業づくり事業補助金など

温泉センター備品購入費、観光地域づくり協議会負担金など

職員手当など

スクールバス購入費、公民館整備事業補助金など

59,618

671,267

622,225

385,940

312,791

58,575

441,156

241,376

21,724

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

教 育 費

予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,292,000 32,295 3,324,295

令和元年度　特別会計補正予算
【単位：千円】

160,000

135,000

440,000

4,500

1,900

528

中央地区施設整備費実施設計委託料など

実施設計委託料など

システム改修委託料など

164,500

136,900

440,528

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

　
　
　

キ
ャ
ン
プ
場
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

一
番
心
配
し
て
い
る
の
が
今
後
の
人
的
な

管
理
の
問
題
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
や

将
来
の
管
理
の
問
題
も
含
め
、
地
域
の

方
々
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

検
診
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
受
診
率
は
、
平
成
30
年
度
で
は
、

4
9
.
3
％
、
要
精
密
検
査
者
は
5
人
で

あ
る
。
要
精
密
検
査
者
に
つ
い
て
は
全
員

家
庭
訪
問
し
、
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ
る

よ
う
勧
奨
し
て
い
る
。
啓
発
に
つ
い
て

は
、
や
ま
え
広
報
、
出
前
講
座
、
健
康
教

室
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、
来
年

度
か
ら
小
学
3
・
4
年
生
で
外
国
語
活
動
の

時
間
導
入
、
5
・
6
年
生
が
教
科
化
さ
れ

る
。
中
学
生
も
含
め
英
語
教
育
の
状
況
は
。

　
　
　

3
・
4
年
生
は
外
国
語
の
音
声
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
、
5
・
6
年
生
は
教
科
と
な
り
、

聞
く
・
話
す
活
動
か
ら
読
む
・
書
く
と
な

り
、
基
礎
的
な
理
論
を
身
に
付
け
る
指
導

等
に
取
り
組
む
。
中
学
に
お
い
て
は
、

A
I
英
会
話
練
習
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
語

学
研
修
な
ど
に
よ
り
使
え
る
英
語
教
育
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
　

事
業
の
目
的
を
達
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
再
度
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
地

元
と
協
議
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
は
。

　
　
　

地
元
と
協
議
し
た
結
果
、
合
戦
峯

の
方
々
を
中
心
に
、
村
内
の
方
々
か
ら
農

林
産
物
を
販
売
す
る
計
画
の
あ
る
方
を
応

募
し
、
定
期
的
な
朝
市
、
週
一
回
の
農
林

産
物
販
売
の
運
営
で
開
館
し
て
い
く
。

　
　
　

設
置
か
ら
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

会
員
数
は
平
成
22
年
度
の
64
人
を

ピ
ー
ク
に
現
在
は
25
人
で
あ
る
。
平
成
30

年
度
の
受
注
件
数
は
2
5
9
件
、
就
業
実

人
数
32
人
、
受
注
金
額
は
8
1
8
万
円
、

そ
の
う
ち
村
委
託
契
約
分
が
7
4
3
万
円

と
90
％
を
占
め
、
民
間
の
受
注
対
応
が
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

仕
事
の
需
要
は
あ
る
の
に
、
会
員

不
足
に
て
対
応
で
き
な
い
と
の
声
を
聞

く
。
会
員
減
少
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　
　

企
業
等
で
働
く
人
が
増
え
て
き
て

い
る
の
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
入
会
活
動
に
よ
る
会
員
の
拡
大
、
迅

速
な
入
会
承
認
、
就
業
機
会
の
早
期
提
供

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

限
界
集
落
と
そ
れ
に
近
い
集
落
の

箇
所
数
は
。

　
　
　

現
在
の
限
界
集
落
は
、
行
政
区
で

2
地
区
、
そ
れ
に
近
い
40
％
台
は
4
地

区
、
集
落
別
で
は
山
田
地
区
6
集
落
、
万

江
地
区
9
集
落
で
あ
る
。

　
　
　

集
落
の
機
能
維
持
、
買
い
物
支
援

対
策
な
ど
直
面
す
る
生
活
対
応
の
支
援
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

集
落
の
直
面
す
る
暮
ら
し
の
課
題

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
、
情
報
の

共
有
と
提
供
を
行
い
、
地
域
で
支
え
る
仕

　
　
　

ま
る
お
か
号
利
用
者
よ
り
、
人
吉

市
内
の
停
留
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
あ
る
。

　
　
　

利
用
者
は
目
的
地
に
一
番
近
い
停

留
所
か
ら
目
的
地
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
乗
り

継
い
で
行
く
の
が
現
状
。

　
　
　

高
齢
で
足
が
不
自
由
な
方
々
は
そ

れ
だ
け
で
も
大
き
な
負
担
と
な
る
。
今
後
の

計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　

ま
る
お
か
号
の
人
吉
市
内
へ
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
人
吉
公
共

交
通
の
計
画
に
影
響
し
な
い
ル
ー
ト
及
び

停
留
所
の
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
ダ
イ
ヤ

改
正
や
停
留
所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
人

吉
市
地
域
公
共
活
性
化
協
議
会
に
諮
り
、

運
輸
局
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通

会
議
で
の
実
情
を
関
係
者
と
協
議
し
つ

つ
、
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
調

査
を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。
変
化
す

る
行
政
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ

う
に
実
施
す
る
の
か

　
　
　

対
象
者
は
高
齢
者
に
限
ら
ず
利
用

者
の
方
や
、
地
域
の
方
で
年
齢
別
・
世
代

別
に
取
る
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
の
幅
を
広
げ

て
い
き
た
い
。
地
域
公
共
交
通
会
議
に
つ

い
て
も
、
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
山
江
村
の
意
見
を
ま
と
め
、
そ
の
後
人

吉
市
地
域
公
共
交
通
会
議
へ
諮
り
た
い
た

め
、
年
度
内
に
は
必
ず
実
施
さ
せ
た
い
。

　
　
　

10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教
育

保
育
無
償
化
に
つ
い
て
、
山
江
村
で
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
対
象
人
員
は
ど
の
く
ら
い
で
、
そ
れ

に
伴
う
村
の
負
担
は
ど
の
く
ら
い
増
え
る

の
か
。

　
　
　

対
象
人
員
は
４
月
１
日
現
在
の
人

数
で
1
0
6
名
。

保
育
料
に
つ
い
て
は
現
在
、
国
の
基
準
額

の
37
％
を
保
護
者
よ
り
徴
収
予
定
で
、
残

り
の
63
％
(概
算
見
込
額
約
6
,
8
0
0

万
)を
村
独
自
で
負
担
し
て
い
る
。
保
育

料
等
を
国
基
準
額
よ
り
低
く
設
定
し
て
い

る
本
村
で
は
、
今
般
の
無
償
化
に
よ
り
そ

れ
ま
で
村
が
独
自
に
負
担
し
て
い
た
部
分

に
、
国
や
県
の
負
担
が
入
る
こ
と
で
、
そ

の
部
分
に
か
か
る
村
の
財
政
負
担
が
約

9
0
0
万
円
程
度
軽
減
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
幼
児
教
育
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
国
の
施
策
と
し
て
、
全
国
一
律
で
行

う
も
の
な
の
で
、
必
要
な
財
源
措
置
を
国

の
責
任
に
お
い
て
行
い
、
今
ま
で
以
上
に

市
町
村
に
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

組
み
づ
く
り
な
ど
不
便
さ
を
な
き
よ
う
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

限
界
集
落
と
直
面
す
る
暮

ら
し
へ
の
支
援
に
つ
い
て

ま
る
お
か
号
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問
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立道　徹 議員

美化作業（第7区）

一般会計補正予算（第１号）を修正可決

令和元年第４回議会定例会報告

一般質問

令和元年第４回議会定例会は、６月１２日から１４日までの３日間の会期で開かれました。今回の

定例会では、発議１件、報告１件、同意１件、条例制定４件、その他１件、令和元年度山江村一般会計、

特別会計の補正予算４件を審議しました。

１２日に開会し、提案理由説明の後、議案審議。１３日は一般質問で６名が登壇し、当面する行政

課題等について一般質問を行いました。最終日の１４日に、提案された全議案について質疑・討論・

表決を行い、令和元年度山江村一般会計補正予算の一部を修正し、他の議案については、原案のとお

り可決・決定し、閉会しました。

こんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりました

発議第２号　新たな過疎対策法の制定に関する意見書について

　■「過疎地域自立促進特別措置法」が令和３年３月末をもって失効するが、新

　　たな過疎対策法の制定を望むため、意見書を提出するもの

報告第１号　平成３０年度繰越明許費（一般会計）の報告について

　■村道県道下段線下之段橋下部工（P2）事業をはじめ、６つの事業（総額：

　　161,800千円）を令和元年度へ繰越すもの

同意第２号　山江村教育委員会教育長の任命に関する同意を求めることについて

　■任期満了に伴い、引き続き藤本誠一氏を適任者として任命するもの

議案第２５号　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の

一部変更について

　■事務分掌の一部から、合志市を削除するもの（同文議決）

議案第２６号　山江村報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制

定について

　■投票管理者、開票管理者、投票立会人及び開票立会人等の報酬額を増額するもの

議案第２７号　山江村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

　■法律の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの　　　　

議案第２８号　山江村放課後健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例の制定について

　■運営に関する基準の一部改正に伴い、条例の一部を改正するもの

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

議決の結果

議案第２９号　山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

　■施行令等の一部改正により、条例の一部を改正するもの
原　案
可　決

条　例　制　定　等　議　案

　
　
　

防
災
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て

　
　
　

防
災
行
政
無
線
を
は
じ
め
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
防
災

メ
ー
ル
な
ど
の
S
N
S
な
ど
を
活
用
し
、

地
域
へ
連
絡
し
て
い
る
。
県
と
の
通
信
手

段
は
、
県
防
災
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
災

害
時
優
先
電
話
固
定
２
回
線
、
携
帯
電
話

２
回
線
を
確
保
し
て
い
る
。　

大
規
模
災

害
時
の
避
難
所
17
か
所
の
う
ち
８
か
所
に

特
設
公
衆
電
話
回
線
を
整
備
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
ボ
イ
ス
パ
ケ
ッ
ト
電
話
等
も

導
入
し
、
消
防
署
、
役
場
、
消
防
団
、
近

隣
の
市
町
村
と
も
通
信
で
き
る
体
制
を
確

立
し
た
。

　
　
　

危
険
個
所
の
点
検
及
び
周
知
徹
底

に
つ
い
て

　
　
　

地
区
ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
危
険
個
所
、
避
難
所
、
経
路
、
避
難

行
動
の
要
支
援
者
の
把
握
も
行
い
、
情
報

共
有
し
な
が
ら
周
知
徹
底
を
行
っ
て
い

る
。

　

村
道
・
河
川
に
お
い
て
は
、
定
期
的
に

点
検
を
行
い
、
報
告
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　
　
　

河
川
へ
の
倒
木
の
処
理
・
そ
の
後

の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　

所
有
者
に
よ
る
倒
木
処
理
を
お
願

い
し
て
い
る
。
村
政
懇
談
会
で
も
倒
木
の

処
理
に
つ
い
て
の
意
見
が
で
て
い
る
が
、

所
有
者
で
処
理
す
る
こ
と
が
原
則
的
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
道
路
の
除
草
作
業

等
に
村
の
単
独
予
算
で
1
,
0
0
0
万
円

を
超
え
て
い
る
。
今
後
、
ま
だ
ま
だ
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
過
疎
の
予

算
（
起
債
）
が
活
用
で
き
な
い
か
発
言
・

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

住
民
・
行
政
の
役
割
の
認
識
に
つ

い
て

　
　
　

住
民
に
お
い
て
は
、
防
災
意
識
の

高
揚
並
び
に
人
命
の
安
全
を
確
保
し
、
各

地
区
自
主
防
災
組
織
を
編
成
し
、
訓
練
な

ど
を
行
い
役
割
の
認
識
を
図
っ
て
い
る
。

　

行
政
で
は
、
災
害
発
生
時
及
び
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
災
害
対
策

本
部
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

第
１
次
体
制
か
ら
第
４
次
体
制
の
参
集
基

準
に
よ
り
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　
　

高
齢
化
が
進
み
、
美
化
作
業
に
お

い
て
実
施
困
難
な
地
域
が
あ
る
が
、
実
情

に
見
合
っ
た
方
法
は
と
れ
な
い
か
。

　
　
　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
身
近
な

環
境
を
意
識
し
、
自
ら
の
生
活
を
見
直

し
、
行
動
す
る
機
会
で
あ
る
。

　
　
　

道
路
上
に
張
り
出
し
た
木
や
枝
・

竹
等
の
除
去
を
３
年
に
１
度
く
ら
い
予
算

を
増
や
し
て
の
作
業
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

所
有
者
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
個
人
の
財
産
に
公

費
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
今

後
、
慎
重
に
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

本
村
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
の
で
、
国

に
対
し
て
も
財
政
措
置
が
で
き
な
い
か
要

望
を
続
け
て
い
く

　
　
　

屋
形
地
区
に
あ
る
村
有
地
の
活
用

に
つ
い
て
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

土
地
は
村
所
有
、
建
物
は
地
元
所

有
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
活
用
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
考
え
て
は
な
い
。

　
　
　

布
設
し
て
い
る
水
道
管
の
耐
用
年

数
の
期
限
が
迫
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

耐
用
年
数
は
、
約
30
年
程
度
で
あ

る
。
更
新
時
期
を
迎
え
る
水
道
管
も
で
て

く
る
が
、
財
政
状
況
も
踏
ま
え
、
検
討
を

行
う
。

 

水
道
管
布
設
替
え
工
事

に
つ
い
て

梅
雨
・
台
風
時
期
に
対
す
る

防
災
対
策
に
つ
い
て

村
民
に
よ
る
美
化
作
業
に

つ
い
て

村
有
地
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

村
道
・
県
道
の
除
草
作
業

に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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山江村議会構成山江村議会構成
１、正副議長

２、委員会構成

西　孝恒 議員

満室入居のほたるの荘

ちょっと待った！

一般質問

　政治家の寄附は禁止
　議員は祭りのときなどにお金を寄附し
たり、お酒などを届けることを禁止されて
います。

　有権者からの寄附要求も禁止
　また、有権者が求めてもいけません。
　ご理解をお願いします。

ちょっと待った！

令和元年5月8日現在

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）にぜ
ひ参加いただき、ご意見等をお聞かせ下
さい。次回の議会定例会は9月開催です。
日程等の問い合わせは、議会事務局まで
お願いします。TEL : 23－3401

議会を傍聴してみませんか。

委 員 長

副 委 員 長

委員会の名称

委 員

本 田　り か委 員

総 務 文 教
常 任 委 員 会

委　　員　　氏　　名

秋 丸　安 弘

赤 坂　　修森 田　俊 介

立 道　　徹

委 員 長

副 委 員 長

委員会の名称

委 員

横 谷　　巡委 員

産 業 厚 生
常 任 委 員 会

委　　員　　氏　　名

中 竹 耕 一 郎

西　　孝 恒中 村　龍 喜

久 保 山 直 巳

委 員 長

副 委 員 長

委員会の名称

委 員議会運営委員会

委　　員　　氏　　名

森 田　俊 介

中 村　龍 喜秋 丸　安 弘

西　　孝 恒

委 員 長

副 委 員 長

委員会の名称

委 員
議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会

委　　員　　氏　　名

中 村　龍 喜

本 田　り か赤 坂　　修

久 保 山 直 巳

人 吉 下 球 磨 消 防 組 合 立 道　　徹

中 村　龍 喜人 吉 球 磨 広 域 行 政 組 合

西　　孝 恒監　査　委　員

横　谷　　巡中　竹　耕一郎

副 議 長議　 長

赤 坂　　修

３、一部事務組合議会議員及び協議会委員

４、議会選出監査委員

　
　
　

健
全
な
食
生
活
の
重
要
性
か
ら

本
村
に
お
け
る
食
育
教
育
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
う
。

　
　
　

子
ど
も
達
が
豊
か
な
人
間
性
を

育
み
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
何
よ
り
食
が
重
要
で
あ
る
。
各
学

校
と
も
給
食
調
理
場
を
有
し
「
調
理
者

の
顔
が
見
え
る
給
食
」
「
地
元
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
給
食
」
「
地
産
地
消
を

中
心
に
捉
え
た
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育

の
事
業
」
の
三
つ
か
ら
郷
土
愛
や
感
謝

な
ど
も
学
ん
で
い
る
。

　
　
　

各
家
庭
に
お
け
る
朝
ご
飯
に
つ

い
て
の
教
育
は
。

　
　
　

朝
ご
飯
は
脳
の
働
き
を
活
発
に

し
、
集
中
力
や
記
憶
力
な
ど
重
要
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。
朝
ご
飯
の
徹
底

や
家
庭
へ
の
啓
発
な
ど
、
食
育
推
進
部
の

実
践
目
標
の
中
に
掲
げ
進
め
て
い
る
。

　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
現

在
の
状
況
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
よ
り
事
業
者
へ
委
託

し
て
い
る
。
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地

消
の
推
進
、
安
全
安
心
な
食
材
の
提
供
、

ま
た
農
林
産
物
等
を
集
荷
し
、
学
校
へ
納

品
な
ど
。
現
況
は
農
家
と
学
校
給
食
側
の

情
報
の
連
携
共
有
し
、
一
年
間
を
通
じ
て

食
材
提
供
を
確
保
す
る
業
務
な
ど
が
あ

る
。
尚
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
今
年
四
月

よ
り
、
新
し
い
事
業
者
と
な
り
事
業
継
続

を
し
て
い
る
。

　
　
　

川
崎
市
の
事
件
を
受
け
て
の
本
村

の
対
応
は
。

　
　
　

教
育
委
員
会
、
学
校
、
地
域
を
あ

げ
て
子
ど
も
達
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
文
科
省
、

県
教
委
の
通
達
を
受
け
て
す
ぐ
学
校
へ
通

知
を
な
が
し
、
通
学
路
の
安
全
確
認
見
守

り
要
請
、
登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
再
確
認
、
各
バ
ス
停
の
安
全
確

認
、
駐
在
所
に
も
見
守
り
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
今
こ
そ
地
域
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
ご
支
援
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

　
　
　

児
童
生
徒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ

ン
が
重
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
本
村

3
校
の
学
用
品
の
状
況
や
置
き
勉
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
　
10
年
前
に
比
べ
る
と
3
割
ほ
ど
増

え
て
い
る
。
本
村
で
は
、
曜
日
の
授
業
に

よ
っ
て
違
う
が
、
小
学
校
で
5
㎏
に
な

る
。
中
学
校
で
は
６
．
８
㎏
に
部
活
バ
ッ

グ
を
合
わ
せ
８
．
８
㎏
に
な
る
。
子
ど
も

た
ち
の
健
康
上
や
学
習
状
況
を
勘
案
し
、

適
切
な
配
慮
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

　
　
　

各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
火

器
を
安
全
安
心
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
点

検
や
詰
め
替
え
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

村
内
に
は
消
火
器
を
設
置
し
て
い

な
い
家
庭
も
あ
る
。
詰
め
替
え
な
ど
交
換

の
助
成
は
今
後
検
討
も
必
要
か
と
思
う

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

「
淡
島
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
と
「
ほ

た
る
の
荘
」
の
活
用
状
況
は
。

　
　
　

淡
島
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
平
成
29
年

か
ら
利
用
を
開
始
し
、
同
年
に
３
件
で
８

名
の
方
が
８
日
間
利
用
。
平
成
30
年
度
は

３
件
で
７
名
の
方
が
10
日
間
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ほ
た
る
の
荘
は
、
平
成
29
、
30
年

度
の
利
用
者
は
な
い
が
利
用
料
を
下
げ
募

集
し
た
と
こ
ろ
5
件
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
会
を
経
て
決
定
を
し
た
。
今
後
も
利
用

を
促
進
し
、
定
住
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

学
校
給
食
食
材
の
地
産

地
消
に
つ
い
て

登
下
校
時
の
子
ど
も
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
状
況
に

つ
い
て

消
火
器
の
薬
剤
詰
め
替

え
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問
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久保山直巳 議員

令和元年第３回臨時会報告
任期満了に伴う山江村議会議員一般選挙後初めての議会は、令和元年５月８日に第３回議会臨時会

が開催され、議長に　中竹耕一郎氏、副議長に　横谷　巡氏を選出しました。
また、各常任委員会、議会運営委員会、一部事務組合の議会議員などを決定し、新しい議会構成で

スタートしました。
この他、専決処分の承認を求めること９件、議案１件、議会選出の山江村監査委員の選任同意など、

いずれも原案どおり可決決定しました。

（後列左から）赤坂　修、立道　徹、久保山直巳、本田　りか、西　孝恒

（前列左から）森田　俊介、横谷　巡、中竹耕一郎、中村　龍喜、秋丸　安弘

中竹耕一郎　議長

横谷　巡　副議長

【議長の就任挨拶】

【副議長の就任挨拶】

この度、令和元年第３回山江村議会臨時会に於いて第２０代議長

に就任しました。身に余る光栄と感激し、責任の重さを痛感してい

ます。円滑なる議会の運営と議会のさらなる活性化に取り組む所存

です。

村政発足以来１３０年を迎えましたが、依然として厳しい財政状

況の中、少子化に起因する人口減少対策、高齢化に伴う福祉対策、

安心安全に向けた災害対策、地方創生等課題は山積しています。二

元代表制の一躍を担う議会もその役割を認識し負託に応え、活力と

夢のある地域社会の実現に持てる力を発揮し尽力します。村民の皆

様のご指導、ご支援を心からお願い致します。

この度、議員各位のご推挙により、副議長に就任させていただきま

した。身の引き締まる思いと責任の重大さを痛感しております。

議長の補佐役として、公平かつ円滑な議会運営を目指し、地方創生

の実現に向けて、議員相互の連携を図り、さらなる発展につながる村

づくりのために職務を全うする所存でございます。

皆様のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

議長に中竹耕一郎氏、副議長に横谷　巡氏を選出
新たな議会構成でスタート！新たな議会構成でスタート！

　
　
　

近
年
、
国
内
で
は
外
国
人
技
能
実

習
生
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
本
村
に
お

い
て
も
外
国
人
技
能
実
習
生
が
お
ら
れ
る

か
お
尋
ね
し
た
い
。

　
　
　

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実

施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法

律
が
あ
り
ま
し
て
、
発
展
途
上
国
等
の
人

に
日
本
の
技
術
や
知
識
を
習
得
し
て
母
国

に
帰
っ
て
か
ら
役
立
て
も
ら
う
趣
旨
で
制

定
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
本
村
に
お
い
て

は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
る
企
業
は

今
の
と
こ
ろ
実
績
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

本
村
に
も
外
国
人
の
方
が
お
ら
れ
る
が
、

村
外
の
企
業
で
働
い
て
お
ら
れ
る
。

　

以
上
が
本
村
の
外
国
人
技
能
実
習
生
及

び
山
江
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
外
国
人
の
状

況
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
、
本
村
に
お
い
て
も
外
国
人

技
能
実
習
生
が
来
ら
れ
た
時
の
支
援
、
対

応
策
を
お
尋
ね
し
た
い
。

　
　
　

行
政
が
事
業
主
体
で
は
な
く
、
団

体
や
企
業
が
受
け
入
れ
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
制
度
の
情
報
の
提
供
、
各
企
業

と
か
団
体
に
対
し
情
報
提
供
、
企
業
に

と
っ
て
産
業
振
興
の
た
め
に
必
要
な
対
策

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
受
け
入
れ
や
す

い
環
境
の
整
備
は
行
政
と
し
て
し
っ
か
り

支
援
を
し
て
い
く
。
全
国
的
な
人
手
不
足

の
問
題
が
あ
る
、
株
式
会
社
や
ま
え
に
お

い
て
も
募
集
し
て
も
来
て
が
な
い
、
人
手

不
足
に
よ
っ
て
そ
の
経
営
が
回
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
で
き

れ
ば
地
域
の
方
々
を
含
め
て
、
安
心
で
き

る
職
業
環
境
を
整
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

 

外
国
人
就
労
者
に
対
す
る
不
安
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
し
っ
か
り
そ
う
い
う
視

野
を
も
ち
な
が
ら
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
企
業

ま
た
は
事
業
所
に
あ
た
っ
て
は
ど
う
い
う
問

題
が
あ
る
の
か
、
ど
う
い
う
支
援
が
あ
る
の

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
役
場
と
し
て
の
立
ち

位
置
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

国
民
健
康
保
険
は
、
協
会
険
保
や

組
合
保
険
と
い
っ
た
被
用
者
保
険
に
比
べ

て
、
高
齢
者
の
加
入
者
の
占
め
る
割
合
が
高

く
、
無
職
や
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
な
ど
低

所
得
の
加
入
が
多
い
、
ま
た
、
構
造
的
な
問

題
、
子
育
て
家
庭
に
お
い
て
の
経
済
的
負
担

が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
、
直
近
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
世
帯
数
及
び
被
保
険
者
は
何

人
お
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
18
歳

ま
で
は
何
人
お
ら
れ
る
か
。

　
　
　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
つ
い
て

は
世
帯
数
４
９
０
世
帯
、
被
保
険
者
数
は

７
９
９
人
、
18
歳
未
満
の
世
帯
は
41
世
帯

88
名
で
あ
る
。

　
　
　

本
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の

所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
で
課
税
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

今
年
度
に
お
い
て
医
療
分
は
所
得

割
１
０
．
０
％
、
均
等
割
が
２
万
円
、
平

等
割
が
２
５
,
０
０
０
円
、
後
期
高
齢
者

支
援
分
に
つ
い
て
は
所
得
割
が
３
．
８

０
％
均
等
割
が
７
,
５
０
０
円
、
平
等
割

が
９
,
４
０
０
円
、
介
護
納
付
金
分
に
つ

い
て
は
所
得
割
が
２
．
２
０
％
均
等
割
が

７
,
１
０
０
円
、
平
等
割
が
５
,
３
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

算
定
に
つ
い
て
は
、
山
江
村
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
よ
っ

て
税
率
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　

所
得
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
に
対
し
て
の
均
等
割
は
ど

の
よ
う
に
課
税
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

18
歳
未
満
の
均
等
割
に
つ
い
て
は

医
療
分
２
０
,
０
０
０
円
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
の
７
,
５
０
０
円
、
合
計
２

７
,
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

本
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
で

の
所
得
の
な
い
18
歳
以
下
の
均
等
割
を
減

免
す
る
に
は
財
源
が
い
く
ら
必
要
か
。

　
　
　

18
歳
未
満
の
方
の
88
名
掛
け
る
２

７
,
５
０
０
円
で
２
４
２
万
減
収
と
な
る
。

　
　
　

財
源
が
２
４
２
万
必
要
と
い
う
こ

と
で
、
仮
に
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
全
額

免
除
し
た
場
合
、
財
源
の
国
保
財
政
調
整

基
金
の
約
４
％
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

だ
と
５
．
３
％
の
割
合
で
賄
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
も
村
独
自
の
均
等
割
減
免
が
必
要
と
考

え
る
、
執
行
部
の
考
え
は
如
何
か
。

　
　
　

国
保
財
政
調
整
基
金
の
補
填
は
可

能
だ
が
、
こ
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
重
症

患
者
等
の
増
加
な
ど
臨
時
的
な
医
療
費
の

高
騰
に
よ
り
県
へ
の
納
付
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
活
用
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
法
定
外
繰
入
つ
い
て
は
県
の

指
導
に
よ
り
活
用
が
で
き
な
い
、
全
国
で

20
数
自
治
体
が
均
等
割
減
免
を
先
行
し
て

行
っ
て
い
る
が
、
本
村
で
は
公
平
な
税
負

担
で
あ
る
こ
と
、
減
収
に
な
っ
た
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
、
税
負
担
が
発
生
す
る

こ
と
な
ど
勘
案
し
て
、
子
ど
も
の
均
等
割

減
免
を
法
律
や
制
度
よ
り
先
行
し
て
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

在
住
外
国
人
技
能
実
習
生

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
、
子
ど
も
の

均
等
割
り
減
免
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問



　

毎
日
、暑
い
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、平
成
か
ら
令
和
に
代
わ

り
早
四
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
先
の
村
議

会
議
員
選
挙
で
の
改
選
に
よ
り

新
た
に
十
名
の
議
員
が
選
出
さ

れ
、五
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
新

体
制
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り「
ま
る
お
か
」は
、年

４
回
開
か
れ
る
定
例
会
に
お
け

る
議
会
活
動
を
中
心
と
し
た
議

会
情
報
を
皆
様
に
お
伝
え
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
読

み
や
す
く
親
し
ま
れ
る
議
会
広

報
紙
を
目
指
し
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
議
会
傍
聴

に
も
ぜ
ひ
参
加
を
い
た
だ
き
ご

意
見
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
文
責　

赤
坂　

修
）

【
議
会
広
報
委
員
】

　
委  

員  

長
／
赤
坂
　  

修

　
副
委
員
長
／
久
保
山
　
直
巳

　
委
　    

員
／
本
田
　
り
か

　
　
　
　
　
　
中
村
　
龍
喜

だんだんなぁ目　　　次

【村章マークの除草作業】 【キレイになりました】

【現場で説明を受ける】 【被害状況の確認】

◯令和元年第３回山江村議会臨時会報告
◯令和元年第４回山江村議会定例会報告
　・令和元年度補正予算
　・一般質問
◯議員活動の一コマ
◯編集後記「だんだんなぁ」
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写真の説明
　山江村未来塾１００人委員会「健康・スポーツ部
会」主催による　どろんこサッカー大会の様子。
　田んぼの中で泥だらけになり、親子でサッカーを
楽しんだ一日となりました。
　夏休み恒例の小学３年生を対象とした学習塾が
開催されました。課題に取り組み、集中して勉強が
できたようです。思い出いっぱいの夏休みを過ごし
てください。

　6月14日、6月議会定例会終了後、恒例となっている高速道道路法面の除草作業（上下線）を行いました。
　これは、平成3年ごろに植栽されたつつじ（村章をモチーフ）の景観をよくするもので、全議員及び役場職
員に加勢をいただき実施しました。

　7月8日、先の集中豪雨により、村道・県道の崩土が発生したため、現地調査を実施しました。県道坂本人
吉線につきましては、迅速な作業により早期に通行可能となりましたが、村道では、二次災害の危険性もあ
るため、慎重に復旧作業が行われていました。

どろんこサッカー

夏休み学習塾
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